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ユートピアと性
　今日は「ユートピアと性」と題して報告致します。このテーマは，テクノロジーの高度な発展によ
って，世界がますますユートピア化しつつある現在にとって，いささか意味があると思えます。とこ
ろで皆さんは，世界がますますユートピア化しつつあると私がいうことに奇異な感情をもたれるかも
しれません。ユートピア化どころではない，まさにその反対なのだ，世界は破滅に向ってどんどん進
んでいっているではないかと。私も実はそう思っているのです。すなわち，ユートピア化即人類の破
滅なのです。ではなぜななのか。まずユートピアという概念それ自体の検討から入って行くことにし
ましよう。
　ユートピアを一言で定義するならば，共同体（コンミューン）についての願望像だといえます。だ
から，お伽話や神話にでてくる他界，あるいは個人の特定の欲望を極大化した脱社会的願望像，例え
ば怠者の天国とか女護ケ島などはユートヒ゜アから排除されます。では共同体についての願望像たるユ
ートピア的思考の決定的特質とはなにか，というと，それは人間は完壁な社会制度をつくることがで
きる。それを作ることによって人間を変えなければならないし，変えることができるということにあ
ります。人間は自然の循環から離脱し，自己をふくむ自然を変えることによって世界を作ったわけで
すが，ユートピアとはこの過程の極限に位置しているといえるでありましよう。ところでユートピア
的思考の普遍的な諸特徴とはなにか。ユートピアのより豊かな概念規定を求めるために，この問題に
入っていきますが，それを見出すことはまことに容易であります。というのは，ユートピア像は本質
的な点では古代から現代までなにひとっ変っていないからです。様々なユートピアが描かれたり実験
されてきたけれども，また，よくできたもあれば下手なのもあるけれども，なにひとつ変っていない
のであります。どれもこれもが，プラトンのPoliteia国家の亜流であります。モアのユートピアは，
随所にプラトンからの孫引や影響が見られますが，プラトンを知らないで描いたり実験したりしたユ
ートピアも，プラトンの型にすっかりはまっています。だがこれはプラトンが偉かったというより，
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最初のユートピア主義者によって，すでにユートピアの本質が捉えられてしまったということにあり
ます。このことはそれほどユートピアというのは本質において単純明快であり，他のものではありえ
ないということを示しています。
　ではユートピアの，あるいはユートピア的思惟の特質とはなにか。様々なユートピア論の中で私が
最もすぐれていると思っているハンス・フライアーの“Die　politische　Insel”によれば，どのユート
ピアからも引出せる特質とは，、第一に，ユートピアとは現実空間から遮断された閉鎖的空間の中に設
定あるいは樹立されるということです。これは未来に設定されようと，地球大あるいは宇宙大な規模
をとろうと四次元の世界であろうと同じことです。要する現世と隔離されたところにユートピアは設
定されるというのがユートピア的思惟の第一のメルクマールなのです。ではなぜそうなのか。それは
自然科学者がやる実験と同じだからです。自然科学者はある事物の因果関係を究明しようとする際，
外部からの掩乱要因を排除するため対象を孤立化して実験を行います。これと同様に，ユートピア思
想家乃至は実験家は，人間ならびにその諸関係の詳細な分析と綜合を通じて，あるまとまった共同体
の願望像を描き上げるが，その共同体を構築する諸要素が外界の影響をうけて変質したりデフオルメ
されたり崩れ去らないよう，ある孤立した空間の中にユートピアを置かなければならないのです。か
くしてユートピアは「政治的孤島」として表象されることになります。
　第二に，ユートピアはこの閉された空間の中で自己完結的体系として描かれます。ユートピア思想
家は，非合理と矛盾に満ちた現実世界と対照的に，あらゆる社会的因果連関を計算し抜き，あらゆる
事態の発生を予想しながら，ユートピアを一個の完壁な合理的機構として作図します。そこではあら
ゆる社会的矛盾が解決されているがために，悪徳の発生する余地がない。万人は一人のため，一人は
万人のため奉仕するかの崇高な公共心だけが支配するというのであります。
　第三に，ユートピアは現実世界と二者択一的関係に立ちます。ユートピアは閉鎖的空間における自
己完結的な生活体系であるため，その部分的実現を現実世界の中で試みることはできない。ユートピ
アはすべてか無かを要求します。ユートピアの前に立つものにとって，ただ過去と未来の絶対的断絶
があるだけであり，ユートピアへの道は経験的現実からユートピア的現実への一回的かっ全面的な転
回以外にありえないのであります。
　第四に，ユートピアは不変であり，非歴史的であります。ユートピアは外界から切断され，内部で
は自己完結的体系が確立している。だから，外から新しい力が加ってくることはないし，自己完結的
であるから，いかなる変化発展もないし，またあってはならないのです。いってみれば，外から燃料
をとってきて動力とするようなことをせず，一度動けば永遠に自己回転していく永久機関としてユー
トピアは構想されているのです。そこには古き力が年々歳々，古き法則に従って無限に作用していく
のです。しかし，ユートピア主義者が，いかになしうる限りユートピアを構成する諸要素を計算し測
定しようとも，すべてを尽くすわけにはいきません。計算しえないもの，測定しえないもの，予測し
えないものがやがては発生し，遂にはユートピア制度を混乱させ解体させてしまうことになります。
だからユートピア主義者は自分の意に反して，このような掩乱要因が発生した場合，それを抹殺する
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制度をも構築しておかなければならないのです。こういう抑圧措置をもっていないようなユートピア
はa．一トピアではないといってよいし，こういう抑圧措置を描きこんでおかないよ，うなユートピア作
家は，よほどおめでたい人物であり，人間洞察力をもっていない者であり，その作品はとるに足りな
い駄作だということになります。要するに神のごとき人間や，無類に単純で根アカでお人好しの人間
を前提にしてつくられたユートピアは，なんのリアリティも感じられない，退屈至極なものになって
しまいます。ユートピアは，現にあるがままのズルく賎しく疑い深く，折があれば人をだし抜いてい
い目を見ようとする人間を前提におき，これに対して完壁な制度をつくりあげ，その中に彼らを組込
んで彼らにそのような悪徳が発揮しようにも発揮できないようにし，遂にはエゴイズムを永遠に葬り
去り，公共奉仕の精神を彼らの第二の天性にすることをこそめざしているのであります。かくして読
者をしてリアリティをもってそれを感じさせたとき，その作品は優れたものといえるのであります。
とはいえ，いかに巧妙に矛盾や撹乱要因に対する抑圧措置がつくられていようとも，ユートピアも人
間社会である限り，それを撹乱する要因や敵対する要因は，遂にはめばえ繁茂し最後にはユートピア
を崩してしまうのです。それは歴史的必然だからです。一切の弁証法を排除し，この歴史的必然に抗
せざるをえないところに，ユートピア主義の「止揚しえない思考欠陥」があると，フライアーは語っ
ています。
　以上，ユートピアの特質を四点にわたって説明してきましたが，これから引出すことのできる一つ
の系として，「ユートピア　イクオール　逆ユートピアである」という私のテーゼを説明したいと思
います。ユートピアとは共同体にっいての理想像，願望像であるのに対して，逆ユートピアとはそれ
と全く正反対の共同体にっいての最も忌避すべき像，あってはならないと願う像であります。時代的
にいっても，19世紀まではユートピアが描かれてきたのに対して，二十世紀に入ると，どれもこれも
が逆ユートピアになってしまいました。この説明は後にして，ではなぜUtopie即Gegenutopleなの
か，ということをまず説明しますと，ユートピアの本質そのものから，また先にあげたその四つの特
徴から，それはでてくるのです。繰返しいうように，ユートピアとは，完壁な制度を通じて人間を変
えることにあります。そのためには，外界から人々を隔離し，過去との即ち歴史からの断絶を人々に
求め，完壁な制度の中に人々を組みこんで，一人であるいは徒党をつくって自由勝手なことをさせな
いようこの永久機関のネジや釘のようなものにさせる必要がある。万一そのネジや釘がゆるむなら
ば，その機関は作動をやめ，同時にそのネジや釘たる各個人も生きていけないようになるので，なに
がなんでも人々は割当てられた役割を完全に果たさなければならないように駆りたてられます。にも
かかわらず，役割りを果すことをサボるものがでてくるならば，容赦ない弾圧が待受けているのです。
かくすることによってのみ，一人は万人のため，万人は一人のためという崇高なCommuneの理念が
実現されるわけです。だから，プラトンから19世紀に至るまでの，すぐれたどのユートピアをとって
もよろしい。眼光紙背に徹して読むならば，バラ色に輝くユートピアの光景の背後には，鉄の模が要
所要所に打込まれ，この「鉄の濫」の中で，日々人々の自由と自立性が剥奪され，もはやその剥奪を
剥奪と感じないまでにされていることがわかるでありましよう。だからユートピアは，それが優れた
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もの高度なものになればなるほど，光の面と闇の面とが裁然たる表裏の関係をなしているのでありま
す。表から見れば，それは美しい。裏から見れば，それはとてもたまらない，一日とて生きたくはな
い社会なのであります。ついでながら現在世界の中で一番ユートピア的性格を濃く帯びている国家は
どこかといいますと，朝鮮民主主義人民共和国であります。その訪問者が書くルポを読みますと，百
％肯定する文章か，百％否定する文章か，いずれかに裁然と分れています。こうなるのもあの国のユ
ートピア的性格からまた必然的にでてくることなのであります。ちなみにユートピアの先にあげた四
つの特徴を北朝鮮にあてはめてみますと，かなりよく適合していることがわかるでありしよう。
　要するにユートピアとは，闇の面がなければ光の面が浮きたってこないというか，生み出せない社
会なのです。だから裏面から見れば，ユートピアは逆ユートピアなのです。逆ユートピアも，さらに
その裏面すなわち表になるわけですが，そこからみればbrave　new　Worldということになるのです。
だから，ユートピアも逆ユートピアも，一っのユートピアの切っても切り離しえない両側面にすぎな
いといえるのです。ただ両者の違いは，ユートピアを構想する動機の違いにすぎません。19世紀まで
のユートピアンは，既存体制に対し鋭い批判をもち，それにとって代るか，あるいはそれに対してア
ンチテーゼを突きつけて反省を求めんとする動機で，ユートピアを美しく描き上げたのです。ただそ
れにリアリティを与えなければ批判的効果はでてこないので，その美しさを支える機構を詳細に描き
上げていったのです。だがそうすることによって，優れたユートピアンは，自覚することなく，得々
とその闇の面を描きこんでしまったのです。もっとも読者の方も著者の動機に引き廻されて，闇の裏
面に気づかないできただけのことなのです。ところが二十世紀に入りますと，事態は変ってきます。
進歩と思っていたものが，実は全き個人の自由の喪失，徹底した人間の自己疎外をもたらすものだと
いうことが自覚されてきた。産業技術の高度化にともなう管理社会の出現は，そしてその管理社会の
日毎の管理の高度化は，まさしくユートピアの，その裏の面の有難くもない着々たる実現に見えてき
たのです。だから，世界大的規模をとって進みっっあるユートヒ゜アへの歩みの行きつく先を，先手を
とって知らせ，そうならないよう方向転換せよという明白な意図で逆ユートピア作家は，ユートピア
を描き出したのです。今ではこれら優れた逆ユートピァ作家だけでなく，凡百の人々，子供にまで行
きつく先の恐さがわかってきた。だから未来を描けというと，みんな逆ユートピア的なものしか描か
なくなってきました。私は電車の中で隣の人が読んでいる漫画をちらりちらりと見ますが，どれにも
これにも，逆ユートピアが描かれています。しかし，その方向転換のメドさえたっていないのが現状
です。鉄の必然性をもって，ユートピアは近づきつっある。現代人の存在様式それ自体が，主観的意
図はどうあれ，ユートピアを手招きしているのだから，どうにもならないのです。
　以上で，「ユートピア即逆ユートピア」というテーゼにっいての説明は終ります。次に輝かしき表
の側面を支える裏の闇の面すなわち，ユートピアの制度の面をいささか考察したいと思います。ここ
に本日のテーマである「ユートピアと性」の問題が現れてくるのです。
　繰返すことになりますが，ユートピアの本質が完壁な制度によって人間をつくりかえることにある
とするならば，人々が過去もっているものの一切を人々から剥奪しなければなりません。なんらかの
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ものをもっているとするならば，そのもてるものによって，この完壁な制度に対抗し，いうことをき
かなくなるからです。ユートピアの完成度が高まれば高まるほど，人々からの剥奪は徹底化していき
ます。この剥奪されるものの中には，まず財産がありますが，次に，かつてもっていた地位，威信，
権威，さらにそれだけではなく，彼らがもっていた人間関係，すなわち友人親族，家族，兄弟，夫
妻，親子関係があります。いやさらに彼らがもっていたイデオロギーや知識，さらには感情や言語も
ふくまれます。これらのものを徹底的に剥奪し，バラバラの砂のごとき人間，しかも中身は空白の人
間をつくりだし，一糸乱れず整一的に作動するヒエラルヒーの中に彼らを簸めこんでいくのです。か
くしなければユートピアは実現できません。しかもこの剥奪は一回で終るものではない。たしかに財
産剥奪は一回で済むかもしれませんが，肉身の絆や観念，感情の剥奪は一回で終るものではありませ
ん。だからくり返し捲き返し，日々新しく繰返され，奪うと同時に制度に見合ったものが注入されて
いくのです。ザミアーチンのrわれら』では，ロボトミー手術によって，この剥奪過程は終り，ユー
トピアの完成となるのです（もっとも皮肉なことに，この時この小説では革命が発生するのですが）。
　以上のごとくでして，この剥奪の上につくりあげられる制度とは，第一に，ただ一人の自由なる意
志をもっ最高権力者を頂点にいただき，その意志が最後の一人にまで貫徹する官僚制的ヒエラルヒー
であります。ユートピア市民は，すべてこの官僚制の中に組込まれ，奴隷を除きすべての人がなんら
かの官僚の地位につけられるということになります。第二は共産主義であります。あらゆる人々から
財産を剥奪したからには，共産主義にならざるをえないのです。どのユートピアも共産主義であり，
私有財産を認めるようなa一トピアはユートピアではないのです。第三は，観念における剥奪の制度
化，すなわち洗脳の体系であります。それは新聞その他の情報伝達手段を指導部が一手に握る，すな
わち言論の自由の剥奪やユートピア学校における系統的なユートピア道徳の注入などという最も初歩
的段階から始まり，批判，自己批判の集会，感情操作集会，一切の矛盾，非合理，不条理を感知でき
なくさせる言語改造（例えば84年のNewspeak）にまで至ります。矛盾が感受されるなら，それを
感知する老の思考は複雑化し，ネジや釘たる自己の存在に疑念を抱くようになるからです。rわれら』
の主人公D503が，『われら』というユートヒ゜アはあらゆる矛盾を排除したまさしく数学的合理性に合
致した体制であるという宣伝を信じ，それを誇りに思っているにもかかわらず，その数学自体に全
くわけのわからぬ非合理的な数，すなわちV－1があるのは一体どういうことなのかと悩み始め，
N／－1＝i＝1へと自覚を深め，ついには反体制派になっていくという面白い導入がありますが，こ
れは，ノ・クスレーの“Brave　New　World”の主人公Bernard　Marxが，試験管出産の過程でたまた
ま薬品量の入れ違いで変人として生まれつき，ついに異端となったというより，ユートピア的法則に
より即したリアリティをもっているといえましよう。第四は，弾圧機構であります。これは先にのべ
たのでくり返す必要がありません。第五は，性のプライバシーの剥奪であり，それに基く性の国家管
理であります。これが本日のテーマでありますので，いくつかのケースを引用して説明することに致
したいと思います。
　プラトンの「国家」Politeiaはスパルタをモデルにしています。このスパルタというのは異常な人
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工国家で，ヘイロータイという人口的には圧倒的多数の異なる種族を在地の奴隷的農奴として支配す
るためにつくりあげられた戦士共同体であります。この戦土共同体は，自己に数倍するヘイロータイ
を抑圧し収奪するという大変な目的のために，あらゆる自然的生活を捨て去って，ただひたすらこの
共同体を軍事的に編成していきました。虚弱な嬰児の間引き，子供の共同保育，若者男女の裸の軍事
訓練，共同の食事等々のことは皆さんごぞんじのことと思います。スパルタ自体が，すぐれてユート
ピア国家だったわけですが，プラトンは，それを自己の哲学によってさらにイデア化していったので
す。プラトンの国家も，スパルタと同じく戦士共同体であり，生産階級と称するものは実は奴隷で，
この理想国家のメンバーではありません。ではこのユートピアの中で性はまずどう取扱われているで
しようか。ふつう妻子共有制といわれていますが，それは逞しい男の戦士たちが，か弱き女性たちを
物として共右したと考えるならば，大間違いで，ジェンダーの否定，男女の性差の否定，それに基く
男女の抽象化された戦士化がその本質なのであります。ユートピアには男女があってはならない。抽
象的人間のみがなければならないからであります。プラトンは女性のいわゆる「共有制」を論じるに
当って次のようにいっています。男と女の間に自然的能力の差があると考えてはならない。強い男が
いれば，弱い男もいるように，強い女もいれば弱い女もいる，両性にはそれぞれ優秀なのと馬鹿なの
がいる。男女の違いは，一方は種子を提供し，他方はそれで妊娠するだけのことにすぎない。こうし
てプラトンは極力，両性の差異をなくしてしまおうとします。ではなぜなのか。強い性と弱い性と
が，相補う形で一対のペアを組むと，そこに性愛に基く強力な結合が生じることは確実だ，この結合
こそ，運命共同体（プラトンは苦楽共同体と呼んでいますが）としてのこのイデア的戦士共同体にと
って破壊的に作用するだろうと見ているからなのです。だから，性差を完全に捨て去らせ，万人を戦
士にしてしまいたいのです。ユートピアでは，各人が直接的に結びつくものは全体としてのユートピ
ァ共同体のみであって，いかなる私的結合もあってはならないのです。そのためには全員を没個性化
するだけではなく，性からも剥奪しなければならないのです。これについてプラトンは面白いことを
いっています。もし男女が真裸になって，レスリングの練習で取組み合うならば，これほど滑稽な光
景はないと人々は思うかもしれないが，差恥心などというものは習慣から生じたものにすぎず，こち
らのほうがより自然なのであると。性差を否定した上で，ではいかにしてユートピアの制度をっくる
かというと，それは男女を問わず各人の能力差を極端にまで引き出して，哲人ヨ三から始まり一般平兵
士に至る支配のヒエラルヒーをつくることであります。このヒエラルヒーなくして共同体に秩序はな
しい，斉一的に機能できないからであります。プラトンの有名な教育体系，学校制度は，能力差を引
出す選別の体系であり，そこでは初歩的の落ちこぼれは，戦士身分から除外されて，奴隷身分に落さ
れてしまいます。
　では，セックスはどうかといいますと，理想国家に放縦勝手な行為があってはならないというので，
自由恋愛も乱交も勿論御法度であります。性交はよき優れた次代の者を生殖するという優生学的目的
によって国家に管理されなければなりません。従って誰と誰とを交わらせて子供を作るかは，為政者
の権限に属することであります。ここでプラトンは巧妙な手を編出しています。為政者が直接カップ
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ルを指名するならば，選から外れた者は不満をもち自尊心を大いに傷っけられるだろうし，選ばれた
者もパートナーが気に入らなければ，この組合せに文句をいうだろう。だから，為政老たちはあらじ
め仕組んだクジで，優生学的に最も優れた者たちだけを組合せるようにし，排除さるべき老に空クジ
を引かせるようにする。そうするならば，すべての者は天命だと思っで，これに従うことになるだろ
うと。だが徹底的に没個性化しながらも，なお各人に残るプライベートなアフェクションを彼は慎重
に考慮し，それがユートピア制度に反するものにならないようにする措置も講じているのです。また
彼は，優生学的生殖を戦士たちの戦闘精神を高めるためにも利用します。戦争で武勲をたてた男女戦
士たちは，きらびやかな儀式のもと万人の歓呼を浴びて生殖パートナーにされます。これに勝る名誉
はないというわけです。しかし，性交生殖の国家管理をどう行おうと，恋愛が生じ，非合法に子を生
むことが生じるであろうということも彼は勿論予想しています。その場合，国法を犯した者たちは，
奴隷身分に追放され，．能力において劣る老同志が生んだ赤児は，始末してしまうというのです。恐る
べき鉄の模が打込まれているのです。では選にもれた者たちはどうするのか。生涯性交のチャンスを
奪われるのかというと勿論そうではない。そんなことをしたら彼らの不満でユートピアはすぐに瓦解
してしまうでしょう。だからプラトンは，性の衝動に耐えきれない若老たちは，生殖能力をすでに失
った年増女や不妊症の女性あるいは妊娠中の女性と交わるように配慮しています。
　では優生学的生殖で生まれた子供はどうするのか。母親はごく短い期間だけ，自分の許で保育しま
すが，すぐに託児所に引渡さなければなりません。そこには乳が張った時だけ授乳に行くことが許さ
れます。だが授乳する子は自分の子に限りません。乳を必要とする子供一般に与えなければなりませ
ん。かくして，自分の子という意識を失うように仕向けられ，子供一般が自分の子という意識をもつ
ようにさせられるのです。だからこのユートピアでは，特定の父や母や子や兄弟はない。それに相当
する年令の者はすべて父であり母であり子であり兄弟だということになります。では近親相姦はどの
ようにして避けるかというと，父や母や子と思われる年令の老同志の間では性交を禁ずることによっ
て可能だといいますが，兄弟姉妹の間はどうかということになります。その年令の老との性交をすべ
て禁じるということになると，もはやほとんどパートナーがいないということになり，流石のプラト
ンもお手あげで，この場合は近親相姦にならないよう天に祈るしかないというわけです。
　以上概観したプラトンの性の取扱いからどのような結論が引出せるのか。第一にユー一トピアをつく
りあげるためには，真の苦楽共同体をつくるためには，財産共有制すなわち財産の国有及び国家管理
だけでは不充分である。コンミューンに市民戦士を完全に一体化させるためには，家族，夫婦，親
子，兄弟などの自然的肉身の絆を完全にたちきる必要がある。人々をバラバラに解体させ，一粒の砂
と化した等質の人間（この場合は戦士）をっくりあげてはじめて，人々はコンミューン以外には生き
られないし，コンミューン以外には考えることができないようになるのであるというわけです。その
ためには男女間の性差の否定から始めなければならないというのです。
　プラトンのこの発見は，ユートピアの歴史に一貫して流れつづけています。もちろん，プラトン以
上に露骨にそれが表現されるケースもあるし，時代の制約のため，それを論じることを避けたり，べ
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一ルを被せたり，その認識にまで到らない愚かなものもありますが，ライト・モティーフは終始変っ
ていません。
　では以下，主要ないくっかのユートピアを取上げて，このテーゼを敷衡してみましよう。まずトマ
ソ・カムパネラのr太陽の都』から。これはプラトンの露骨な焼直しです。この都では，あらゆるエ
ゴイズムはあってはならない，万人は一人のため，一人は万人のためという公共心のみが支配しなけ
ればならない，というので，ここでは男女の性差ばかりか各人の能力差まで排除し，平等と調和のみ
を追求します。もっとも，神官君主から発し，全市民が巨大な官僚制的ヒエラルヒーの中に組込まれ
ているわけですから，完全な平等の実現と明らかに矛盾するわけです。その点でカムパネラは事物の
因果関係追求において透徹しているとはいい難いのです。性交は勿論国家管理ですが，その目的とす
るところは平等と調和なので，プラトンのようにその優生学的生殖は，優れた戦士を生産することに
あるわけではなく，才能，体力，気質において平等な，いわばクローン人間を生産することにありま
す。このため，占星術によって生殖に最もふさわしい夜を選び，生殖，健康などを司る最高官僚の号
令一下，全成人男女は交ることになるわけですが，そのパートナーの組合せは，官僚たちが決定しま
す。その組合せ方法は全く対角線的です。背の高いのと低いのと，太ったのと痩せたのと，倒口なの
と馬鹿なのと，鈍感なのと鋭敏なのと，強いのと弱いのと，これによって中庸のとれた子孫を作るこ
とができる，なにごとであれ，差異があることは，争いの原因，エゴイズムの基だからというので
す。カムパネラも非合理的要素が性につきまとうことを見過すほど馬鹿ではありません。国家管理下
の性交以外の私的性交は認めますが，それはプラトンが書いていることの引写しに近いものです。ま
た恋愛感情をとても否定しつくすことはできないことを知っており，それを許容しています。しか
し，恋愛と性交はちがうといってプラトニックな範囲にとどめ，恋愛感情を詩的情操教育の方に誘導
しようと試みています。かかる国家管理の逸脱者の措置は，奴隷身分に落すことにありますが，厳し
い罰則や抑圧手段は描かれていません。その点で彼はかなりおめでたいユートピアンなのです。
　次に，トーマス・モアのユートピアに移ります。モアは当時の人文主義の大立物として，平和と平
等の上に立つ精神の向上をユートピアに期待しています。このためには，物質生活の発展は意に介せ
ず，それを最低限度の文化的生活ができる限度に止めています。経済はもちろん共産主義で，下から
段階的に選出された巨大な統治機構が，この共産主義の担い手です。「リベラルなユートピアはない。
たかだかりベラリズムを装ったユートピアがあるだけである」とフライアーがいうように，一見，こ
こでは思想，信仰，結社の自由が認められているようにみえますが，それはあくまでヒューマニズム
の理想に合致した範囲内であり，その塀を超えると破門が待ちかまえています。しかも旅行は許可制
で単独行動は許されず，家々は鍵をかけることはできない。「ユートピアにプライヴァシーはない」
とモア自身がいっているように，プライヴァシーはあってはならず，全生活はすかすかに見すかされ
るようにされています。衣服は質素健実な実用一点張りの制服で，島中どこに行っても一色に塗りつ
ぶされています。徹底した劃一化が行われているのです。これをナチ的にGleichschaltungといった
らヒューマニスト・モアに申訳ないかもしれませんが。生産その他の行動は，すべて集団を組みロー
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テーションで行われます。家族は解体されていませんし，家父長制もあります。しかし，これは自然
発生的家父長制ではなく，権力機構の最末端を担うように作られた偽似的再版家父長制なのでありま
す。田毎の月のごとく，Familiaが最末端の組織としてありますが，農…村のFamiliaには，土地に縛
られた二人の奴隷以外に20人位の成年の男女から成る二つの組がいる。都市のFamiliaは20人の成
年男女がいる。この三組が，n一テーションを組んで，農村に二年，都市に一年つつ滞在し，その間
農村では農作業，都市では手工業を行うようになっているというわけです。各Familiaは血縁家族
から構成されているというわけですが，各組の人数は固定されているので，超過人員は不足している
Familiaに廻すというので，実際には血縁集団でなくなっているわけです。結婚は厳格な一夫一婦制
が守られます。もし婚前交渉が暴露されると，彼らは生涯結婚することを許されません。男は22才，
女は18才以前に結婚できず，それまでに肉体関係を誰かともつと，これも結婚永久禁止，Familiaの
家父長夫妻は監督不行届で非常な汚名を蒙ります。姦通した者は奴隷刑，二度繰返せば死刑です。要
するに偽似Familiaをつくり，夫婦各単位をコントロールするというわけです。だが夫婦間において
も他人に知られざる秘密があってはならない。性の神秘は排除されなければならないのです。その方
法はどうするのかというと，見合いの際，有徳の士と有徳の貴婦人につきそわれ，彼らの手で男女は
裸にされ，互いにその肉体を点検させ合うのです。これは後に，相手の肉体に文句をいって離婚する
のを予防するための措置だというわけですが，馬を買う時にその体を徹底的に調べ上げるのに，結婚
というより重要な事柄で，顔だけできめるのは不合理だとモアが説明しているのに見られるように，
性の差恥心の排除，性に対する非ロマン的なザッハリッヒな態度が，ここにはうかがえます。セックス
からその神秘性を奪い，肉体的快感と生殖の機能のみを，そこに残そうとする性の極小化は，たとえ
ユートピアの目的は精神の洗練にあるとモアが強調しようとも，ユートピア制度の内在的論理から不
可避だったのです。モアは上品な貴公子であったし，当時の厳しいキリスト教的性倫理の制約ため，
性について論じているのは，これくらいのものですが，性の神秘性の剥奪から始まり性差の否定に至
る過程は，不透明ながらうかがわれます。それは，限定づきではあるにせよ，女性の聖職老を認める
ことにも現れてきています。もし時代の制約がなかったとしたら，彼はプラトンに近い性のユートピ
ア管理を展開したのではないかとさえ思えます。
　次に時代を跳んで，19世紀の空想的社会主義者たちのユートピアに移りたいと思います。
　彼らは思想家としては二流であり，そのユートピアもリアリティにあまりにも乏しく，ただどこで
もすぐ破綻してしまったユートピア実験をたくさんやったことでのみ意味があるといえます。彼らの
あるものは，性については，厳格で貞潔な一夫一婦制を主張したり，他の者は家庭の解体，自由恋愛
を主張したりしていますが，それは新たにっくられたブルジョア的婚姻制度の偽隔性のバクロかある
いは妻の従属的立場への同情とかという単純で情緒的な反応以外のものではなく，一個の完結した体
系としてのユートピアの中で性がどう位置づけられなければならないかという洞察に欠けているので
す。
　二十世紀のユートピアになると，先にも申上げたように闇の側面，鉄の模が前面にあらわに出てき
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ます。だがテクノロジーの発展という新しい要素はあるにせよ，またユートピア描写の目的は異なる
にせよ，原理的には以前の楽観的ユートピアと全く同じです。没個性化，性差の剥奪による全人民の
機構の部分品化であります。二十世紀の逆ユートピァの本場はイギリスですが（その原因はイギリス
で一番最初に近代産業社会が成立したこと，またH・G・ウエルズなどの科学ジャーナリストが出現し
たことなど），逆ユートピアが早くから多数発生した国は，一番遅れた資本主義国ロシアであります。
世紀の変り目，ツアーリズム体制は行きづまり，根本的な革命以外に道がないことは，万人の目に明
らかになっていました。ではいかなる社会を革命後っくるべきか。革命社会の構想として，無数のユ
ートピア小説が現れてきますし，西欧のユートピア小説が翻訳されて飛ぶように売れるのですが，こ
の中で，ロシア思想史を19世紀の初頭以来貫くところの西欧派対スラブ派の対立が現れてくるので
す。前者は西欧の個人主義，近代主義，機械文明に憬れるものであり，後者はロシア民衆ことに農民
の素朴さ，土への深い愛着，自律的自由ではない無制約的自由，馬に乗って無方向に疾駆するスキタ
イ人の絶対的自由と生命の燃焼，神秘主義を西欧文明に対して保持せんとするものであります。前者
は機械文明と結びついたバラ色の革命的ユートピア社会を描くのに対し，後者はそれをバラ色どころ
か，没個性化，自由の剥奪，自然性の破壊として捉えることになります。マルクス主義者は前者に組
し，ナロードニキのかなりの部分は後老に組することになります。この後者の中から逆ユートピアが
出現するのです。例えば1901年，L．　B．アファナーセブはr火星への旅』という科学小説を書いて，
産業化それ自体に警告を発します。素朴，単純で信頼に満ちていた牧歌的な火星人社会が産業化の
結果，食欲で競争に明け暮れ，血なまぐさい食人種的エゴイズムの社会に，彼の表現ではnervous
societyにいかに変化させられたかを描き上げます。　N．フヨードロフは1905年，　r2217年の夕べ』と
いうのを書いて，総背番号制，おそるべきコンフオーミティ，結婚と家庭の廃棄，指名によるセック
ス，ガラスと石の生命のない都市環境等々を機械文明と結びついた革命後の社会の中に予感するので
す。このフヨr－・一ドロフの小説は，同じ思想的立場に立っていたザミァーチンに強い影響を与え，1920
－21年，ロシア革命勃発3－4年目，この枠組，道具立てをそっくり頂載した逆ユートピア小説rわ
れら』へと結晶していくことになります。ザミァーチンは，戦時中，イギリスに行き造船に携ります
が，そこで産業化のもたらす危険性を見抜き，帰国後はボルシェヴィキ革命の渦中にあって，この産
業化と共産主義が結びっくとき，いかなる悪夢が訪れるか，それを千年後の世界に例をとって描き上
げたのです。このrわれら』における単一国は，都市＝機械文明が農村＝自然を永年にわたる戦争で
うち滅ぼした時にでき上ります。自然を破壊したがゆえに，空気は汚染され，ためにこの都市は巨大
なガラスのドームで蔽れた閉じられた社会です。その中では一切の非合理的なるものは数学的明証性
にとって代えられ，その統治は全員一致の民主主義の名における恐るべき独裁制であり，秘密警察は
いたるところに張りめぐらされています。スターリン体制を先取りしているのです。詳細は省きます
が，ここでも没個性化，平準化，性差の剥奪は徹底化し，全員背番号で呼ばれ，名前はもっていませ
ん。家庭も夫婦もなく，セックスは申告に基く許可制であり，妊娠は国家の指名した者だけに限り，
勝手に生むと全員が見ている前で消滅釜の中に入れられて消されます。人々は巨大なアパートの中に
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ガラスで仕切られた部屋に一人一人入れられているので，全私生活はスケスケです。ただセックスの
時だけそのガラスにブラインドを下げることのできるブラインド権をもっています。セックスは一時
間以内に済まさなければならないのです。ブラインド権は一時間の効力しかないからです。だがこの
一時間の逢瀬の中で，たんなる肉欲の満足がやがては愛を生み，愛は神秘を生み，さらに自我の覚醒
へと導き，この一時間の私的空間は生命の燃焼と同時にWe・Utopia打倒の陰謀画策の場へと変じ，
革命的蜂起を惹き起すのです。まさしく非合理で神秘なる性愛こそがユートピアに対立する根源的力
であることが描かれているわけです。
　論理的破綻が全くなく緻密に組立てられ，合理的機械文明と非合理的な生命の自由躍動との対立を
ライトモテイーフとしたこの小説rわれら』は，逆ユートピア小説の白眉をなしています。それで，
A．ノ・クスレーの“Brave　new　World”（1935年）やG．オーウェルの“1984年”にひじように大きな
影響を与えることになりました。
　ノ・クスレーの“Brave　new　World”というユートピア国は，技術発展がもとで戦争，内乱，環境破
壊が生じ人類がまさに死滅せんとしたとき，人類を救済せんがため，より高度のテクノロジーをもっ
てっくり上げられた平和と調和の世界単一国家であります。だが皮肉なことに，人類を存続救済する
ためには，人類をもはや人類でなくす必要がある。人間改造が必要だというわけです。ユートピアの
本質は，全構i成員の徹底的な没個性化，劃一化であったわけですが，このBrave　new　Worldではそ
れは思想統制や強制をもって行われるのではなく，まさしくハイ・テクノロジーによって行われるの
です。すなわち，母の胎内から子供を生ませるのではなく，流作業で生産される試験管ベビーであり
ます。すなわち，クローン人間の大量生産なのです。だが劃一化没個性化といっても，全員がカムパ
ネラのr太陽の都』のように能力においても同じような人間を生産するならば，その同質的人間同志
が支配権をめぐって争い共喰いになってしまう。従って，試験管生産の過程で薬品を入れて，能力差
をつけてしまう。かくしてα，β，γ，δ，εの五階級がつくられることになります。α階級として生ま
れた子供には特別の教育がほどこされますが，それは主として寝ている間に知らず知らずの．うちに覚
えさせられる暗示教育なのです。最下位のε階級になると，これはもう受精した単一卵子を何百にも
分劃してつくるクローン人間というか動物で，家畜と同じことです。彼らの知能は極度に低く抑えら
れています。プラトンは，ユートピア国家の支配機構をつくるために，精細な教育カリキュラムをつ
くり，試験を通じて，能力差を測定し，支配被支配のランキングづくりをしたわけですが，そんなシ
ンドイ手間は，試験管にたらす薬品のサジ加減一つで，簡単に省かれてしまうのです。このユートピ
アでは苦痛は罪悪です。みんなそれぞれ分に応じて満足し快適に暮さなければなりません。苦痛感，
不満感が生じると，各人に配給されるソーマという丸薬をのめばよろしい。そんな感情は一切消し飛
んでしまい，満ち足りた生々とした感情が蘇ってきます。死も恐れることはない。成年に達すると薬
のためにもはや人々は老化することがない。青春のままです。そして60才に達するとポクリと死ぬよ
うになっています。かくして，支配と服従，知的労働と肉体労働の分業はなんら支障なしに行われる
ことになり，調和と平和がもたらされるというわけです。
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　ではセックスはどうか。それは知能ある階級の特権であります。知能の低い階級はセックスの欲求
をそもそも最初からもたないように生産されています。では特権階級におけるセックス形態はどうか
というと，それは乱交です。つねにその日その日気に入ったパートナーを求めてセックスすればよろ
しいのです。いや，そうするよう幼児の時から暗示教育を通じて仕立てあげられるのです。だから，
ほんの数才の子供までセックスごっこ遊びをさせられます。だが，この乱交にもタブーがあります。
第一に，絶対に子供を生んではならないことです。そのために女性はピルを常用させられます。また
胎生というものは極度に野蛮なことであり，かっての人類の動物的遺産であり，よもやこの文明化さ
れたユートピア人に，あってはならないものとされています。このためには，メキシコの荒野に柵を
作って古い人類の生き残りを放牧し，その胎生の様子をユートピア人に見せつけます。彼らはそれを
見ると，ゾッとして身を縮ませ，嘔吐さえするのです。第二に，ある特定のパートナーに性行為を限
定してはならないことです。それは不道徳行為と見なされます。だがそういうことは滅多に起きませ
ん。セックスとは身体的生理的快楽であるということを徹底的に叩きこまれているわけですし，およ
そ非合理な精神性なるものは，薬品と教育によって発生しないように作りあげられてきたからです。
このタブーから推論しうることはなにか。ユートピアは，母の胎内から生まれた子とそれを生んだ母
親の固い絆，母性愛を恐れる，また精神をもった男女の肉体的結合から生じる飽くなき一体化を恐れ
るのです。この排他的愛と結合は，ユートピアから見るならば，利己主義であり，それこそユートピ
ア的結合の基礎を覆すものなのです。だから乱交という予防手段によって，魂と魂の結合を阻止せん
とするのです。このバクスレーのユートピアは，プラトンの理想国のハイテク化であると断じてかま
いませんが，乱交のヒントは，第二部で申し上げる19世紀中葉アメリカで行われたユートピア実験
Oneida　Communityから大いに示唆されたものなのです。
　最後に“1984年”に移ります。この小説は実に秀れていますが，ユートピア的現実乖離性は低い。
ナチとスターリン体制を経過した世界にとっては，それはあまりにも現実に密着しすぎているという
感を拭いえません。その制度，統治方法，異端粛清手段など，読むほどに現実と二重写しになってき
ます。またここに描かれている世界国家間の三極的対立は，書かれた当時は米ソの二極的対立を予想
させるものとして大いに興味をそそられたでしようが，今それが実現されてみると，ますますこの書
はユートピアとして読めなくなってしまいます。だが，その点でこの小説は，現実がいかにユートピ
アに加速度的に接近しつつあるかを知らせてくれる点で誠に教訓的ですし，預言者的です。たとえ
ば，真理省の日毎の歴史の改ザンなど，文部省の歴史教科書改ザンの意味するものを教えてくれます
し，オセアニア，ユーラシア，イースタシアの三極的対立は，っねに局地戦争を意識的にひき起して
はいるけれども，全面戦争はしない，なぜなら，三国支配者たちも共倒れになるからである，逆に絶
え間なき局地戦争と全面戦争の恐怖を煽ることによってこそ，それぞれの国民をガッシリと体制にし
ばりっけ，下位に立っ同盟諸国や植民地をつねに自己の支配の下に組入れることになるからである，
だから，三極対立など実は三国指導者たちのナレ合いで行われているのだ，という指摘は，完全なナ
レ合いかどうかは別として，米ソ対立の方向をうかがう上で重要な示唆を与えてくれます。ともあれ
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皆さんのうち，この小説を読んでいない方があろうとも，概略については御存知だと思いますので詳
細は省きます。人民を虐げる喜びの上につくられたこの国家は，あらゆるサディスティックな手段を
使って，人民をいたぶりつづけます。だからこのユートピアでは，豊かにするぞと公約しながら意識
的に消費物資の生産を縮小して人々を飢に苦しめますし，つねに過去の記憶を消し去ったり，言語の
合理化により複雑な矛盾の認識を不可能にしたり，さらに反体制派を意識的に作り出し，それにひっ
かかった者をあらゆる肉体的心理的楮問を加え猫がネズミをいたぶるようにして改心させるわけで
す。このサド・マゾヒズムの体系では，性もさかんにいたぶられます。他のユートピアの多くとちが
って，夫婦は認められています。だがもちろん党の許可乃至は党の指示による結婚です。だが他方，
さかんに純潔禁欲をプロパガンダし，純潔デモを組織します。エロスはいけないといって，性に対す
る嫌悪感を植えつけながら，他方では夫婦は子だけ産めというのです。しかも，プライバシーは一切
ない。テレスクリーンで監視され，変なことをしようものなら，マイクで注意されるわけです。性愛
をふくむ人間全存在に対する権力の強姦といえるでありましよう。さらに洗脳教育によって，子供は
親を，夫は妻を，妻は夫をスパイとして訴えることが奨励されます。血縁の絆の解体というユートピ
ア法則はここに暴力的な形で現れています。しかし，いたぶるために完全には解体させないのです。
過去の記億を必死で取戻そうとする主人公ウインストン・スミスは，真理省の中で純潔運動や憎悪運
動に参加しているうちに同じ異端分子ジュリアと出会い，熱烈な恋に落り，反体制派に加わります
が，終始その動向をキャッチしている秘密警察により楮問され改心し，その愛も終ることになりま
す。
　私は，“1984年”の全構図はひじようによくできてはいるが，少くとも性に対する国家のいたぶり
という点では，オーウェルは未来洞察的ではなかったと思っています。それはあまりにスターリン主
義的です。今進展している男女の性的関係の発展方向はどうなのか。ソ連，アメリカを先頭に，先進
諸国では離婚は急上昇を相変らず続けています。ドイツで私が経験したところによると，離婚のとき
のわずらわしい手間をはぶくために，若者の多くは結婚しないで同棲しています。この離婚の原因は
どこにあるのか。それはご存知のごとく，大量の女性が職を得るに至ったことにあります。それは勿
論，シャドウワークを一方的に押しつけられ，夫に従属させられている状態からの解放であることは
確かであります。しかし，女性が職を得たことから，家事労働の分担をめぐって夫婦間の葛藤が高ま
り，愛は憎悪に劣等感は優越感に，あるいは逆に変じ，離婚となっていきます。離婚した80％は再婚
するそうですが，そこでうまくいくとは限らない。また離婚をくり返すうちに，経済的に独立した男
女は，それぞれ一人で暮すということになるでしよう。だから性関係は，蛸壺同志の関係になり，そ
れは結婚の絆がないため多角的関係になっていきます。それで満足すればよいわけですが，失業した
時，病気したとき，一体誰が面倒みてくれるのか。頼るところは社会保障ということになり，国家が
家庭に代る役割を演じます。また生れた子供の保育もそうなります。気付かないうちに，妻でも夫で
もないこのホモ・エコノミックスは，唯一最強の絆を国家と結ぶことになる。国家の方は，事務の合
理化，保護iの充全性ということで，国民総背番号制を好むと好まざるとに拘らず敷くことになるでし
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よう。国家のコンピューターには，生まれた時からの詳細なデータが打ちこまれていき，われわれの
全生活を掌握します。実際，ヨーロッパではすでにそうなっています。だから背番号をふられた身分
証明書の常時携帯が義務づけられています。国家がユートピァをっくるために，性差と夫婦を解体し
たのではない。彼らが勝手にそれを解消して，国家に家庭の代役を求め，国家を知らずしてユートピ
ア化しようとしているのです。だから国家の指導者の側からすれば，夫婦の解体とそれに基く自由恋
愛乃至は乱交は，ちっとも問題ではない。砂の如く個人に解体していけばいくほど，国家は強大化す
るし，統制は容易になるのです。国家はだから性に暴力をふるったり，制約を課す必要はないので
す。自由にさせればよい。国民がユートピアへの道をひた走りに走っているのだから。それをそらす
道はどこにもまだ見出されてはいないようです。
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